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我 が 風 に 於.け.る.物理 化 學 の發 展

舎 長 大 幸 勇 吉

我が図に於ける物理化斛專攻の化學者として楼井錠二博士及び 池田菊黄臨士4)な き今 日で

は,.私 が最 高齢者で あつてそ して私 も氈に77歳 の高齢1辷逋 した ことで あるか ら此 の際 に我 が

麟 に於 け る物理 化學め初 期發 展の窮跡iこ就 て 少し く紀逋.して置.くeと ば あま り無.用めことで

もある まいか と信サ;る.

先 づ 蓼考のため に物理 化學の夙 に發逹 した獨國 に於 ける典の歌況 に就て 少 しく蓮ぺ る.獨

國 に於 け る共の發展 も.比較 的に新 しいtと で あつて,酉 麗1882年(坐 紀2542年)itE.deBois-

Re}'tiioiidが``ImGegensatzzurm〔Xd白menChem!eknnnmandiepl1∫sika】ischeChemiedie

ChemiederZukunftn'ennen■'〔7teitschnphssik..Qlem.1C188D;1)と 湛 べて をるので も分 か
ユ

る.私 は明治.32年 め秋か ら3ケ 年間獨國た柵學=してゐたが其の.頃獨國にある二十有.畭の綜合

大學ゐ中で 勃理化學のtt三教授のあつた ものは 極めて少數であつて,或.k學 では助敦揮が據當

してゐたやうであつたがそれ ら少敷のや うであつtc. .珂恥chenの.k擧 の如きは有機1ヒ累が隆

昌してゐたので物理化學など1‡殆 ど無説され たので其處の助教浸で在職の まLでG6uingenの

Pt'of.Nerns1..の教叢へ來て物理化學の研究を.してをられる.昔もあった有様で したら 明.治.35年

(西暦1902年)私 が獨國留學め期隈が宋て歸朝せんとずる際にeof.(短wa!d先 生の所へ暇乞
コ

に參つた と ぎ先 生は掲齒 には 頭 腦の頑 固な老化型 者が 多い ので 物理 化墨 の發1遘はi中々菌難で

あ るが,日 本 は自然科學 に關 .しでtよ 塊彰ヒ的 に新 しい國で あ るか ら 物理 化學 の晋果は殫國 准 ど

よ りも容 易で あら うと申 され たが 事實其 の通.りであ.つたので ある.

找 が國 に於 ける物埋 化礁 の發展 は 我が 恩師椶井鍵 冒二縛 士の努 力に 員ふ所 力{櫻だ大 なるので

esる...捌 膊 士 は明治14.{ト(rats1881.年)tc5・,;tflt:rm6b英 圃 留學 を卒へ て歸朝せ らtzてS、 ら

.櫛E.8年 に辭職せ られ る まで殆 ど40年 間大學 に於 て化學 教 育に從 事せ られ たが
,red・:1‡化學

の:發逵 に理論itigの.重 要 な るtと を堅 く信 ぜ られ,理 輪1匕學 の必要 を大い1ζ 鼓 吹せ られ たの

であ る.私 は明治22年 に κ學 化學 科 に入墨 してか ら化學界 に關 係 し方ので あるが,魯 の頃 に

は有機 化學が 化麒 界を風 環 して ゐたのであつ て 化學 者の 中には櫻 井1壁 ヒを 化學 の異端荐の如

く1ζ税 られ た者 もあつたや う.で..した.併 し博 士はそんな.ことに頓 蒔な く椴會 ある毎に理論化

畢の必要 な ζとを熱心 に設 かれ たの であつた.物 理 化學の初 期に於 け.る我が國 に於け る發展

は殕 ど全 く博 士の努 力に よ・るρで ある か ら,櫻 井博士在駿25.年 託 念の観 賀論 文集中1こある松

井啅:吉博士の執 筆せられた櫻 井博 士傳(JojlSakur:ii,c「otlec{ioi{, .9「PaPelscontriE'ruteLlonthe

1〕eenSionゴ}fIhe⊂ 一'c「eimtiOnofProfessurJ、5hkL!rai'sJut,ii6e.Rep山Lte・.Ifrom匙heIourn,Coll.
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(卷頭 言)大 宰 勇 吉 VoLXVlI

「

Sclence25(1908},1}中 からこれに關係ある部分 を茲に軸;載する.此 の論文集は多くの化卑者

の書庫中にあるまいかと思はれるので少し長 くはあるが其の部分の全文 を轉載 した。 此の巾

1・働 名棚 てゐるρで恐縮する力樺 鰻 榊 疑鴎鱒 士の名
,も.lll恥:るので典の紛 婿

略 す る こ と も 川 來 な か つ た の で あ る か ら 諒 恕 せ ら れ た い.
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..我が 國 に於ける物理 化學 の初膳1の發 展の賊要は これで瀧 でを ると思1まれ るめで ある・ 私 が

明 治36年iこ.京 都帝國大學 へ物理 化屡 の殺 授 と.して蝋 せ しときと,昭 和2年 に退職せ し.とき

とに就 て 我 が國 め物理 化學發 展あ 歌況 を針比する と 躑 こ所 謂雲泥 の差 と..もい浅・べ き.であ る・

其 め後 に於 け る獲展 も亦非常 な もので ある;..此 等 の こと.は」般 に よぐ知 ら.れて をる..ととで あ

るか ら茲 に殊 に記述す る必要は あ.るまい。


